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岡
本
韋
庵
『
小
学
新
編
』
敬
和
第
三
・
訳
注

有
馬

卓
也

は
じ
め
に

『
小
学
新
編
』
は
岡
本
韋
庵
が
明
治
一
五
年
に
内
外
兵
事
新
聞
局
よ
り
発
行
し

た
小
学
生
用
の
修
身
教
科
書
で
あ
る
。
返
り
点
付
漢
文
で
書
か
れ
、
三
巻
一
六
篇

よ
り
成
る
。
各
篇
の
冒
頭
に
概
要
を
記
し
、
そ
の
後
に
箴
言
（
中
国
古
典
か
ら
の
引

用
は
な
い
）
、
実
例
（
日
本
・
中
国
・
西
洋
か
ら
の
例
話
を
引
く
）
と
い
う
構
成
に
な
っ

て
い
る
。
本
書
に
つ
い
て
は
「
明
治
初
期
の
教
育
と
海
外
知
識
―
岡
本
韋
庵
を
中

心
に
―
」（
『
講
座

近
代
日
本
と
漢
学
（
第
五
巻
）』
戎
光
洋
出
版
、2

0
2
0

）
に
お
い
て

言
及
し
た
が
、
そ
こ
で
は
本
書
の
詳
細
に
つ
い
て
示
す
紙
幅
が
な
か
っ
た
の
で
、

本
稿
で
改
め
て
そ
の
敬
和
第
三
の
全
容
を
提
示
し
た
い
。
敬
和
第
三
は
夫
婦
間
に

お
け
る
女
性
の
役
割
に
つ
い
て
論
ず
る
一
篇
で
あ
り
、
先
に
本
誌

集
に
翻
刻
訳

47

注
を
掲
載
し
た
『
女
訓
新
書
』（
写
本
）
と
と
も
に
、
岡
本
の
女
子
教
育
観
を
伝
え

て
い
る
。
本
訳
注
で
は
『
小
学
新
編
』
全
体
の
構
成
を
提
示
し
た
上
で
、
敬
和
第

三
の
全
文
を
掲
載
す
る
。

な
お
、
明
治
前
半
期
の
女
訓
書
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
る
予
定
で
あ

る
。

『
小
学
新
編
』
概
要

『
小
学
新
編
』
三
巻
一
六
篇
の
構
成
と
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
各
篇

の
題
目
、
冒
頭
の
概
要
、
箴
言
数
、
実
例
数
（
日
本
・
中
国
・
西
洋
の
数
）
の
順

に
記
し
て
あ
る
。

巻
上孝

弟
第
一

善
く
父
母
に
事
ふ
、
之
を
孝
と
謂
ふ
。
善
く
兄
長
に
事
ふ
、
之
を
弟
と
謂

つ
か

つ
か

ふ
。
弟
と
孝
と
は
、
其
の
道
を
二
と
せ
ず
。
父
母
に
事
ふ
る
の
孝
を
推
し

つ
か

て
、
以
て
兄
長
に
事
ふ
れ
ば
、
即
ち
是
れ
弟
。
師
に
事
ふ
る
に
至
る
も
、

つ
か

つ
か

亦
其
の
孝
弟
の
心
を
推
す
に
過
ぎ
ず
。
故
に
人
道
は
孝
弟
よ
り
大
な
る
は

な
し
。
孝
弟
は
万
善
の
基
な
り
。

苟

も
孝
弟
な
ら
ざ
る
者
は
、
其
の
人

い
や
し
く

才
あ
り
と
雖
も
、
道
に
足
ら
ざ
る
な
り
。
孝
弟
第
一
を
彙
む
。

あ
つ

箴
言
―

・
実
例
―

（
日

・
中
７
・
西
４
）

21

24

13

忠
誠
第
二

君
臣
主
僕
の
相
接
す
る
の
道
は
、
一
へ
に
忠
誠
を
以
て
之
を
貫
く
の
み
。
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臣
の
君
に
事
へ
、
僕
の
主
に
事
ふ
る
は
、
則
ち
論
な
き
の
み
。
即
ち
君
主

つ
か

つ
か

の
民
を
保
つ
も
亦
必
ず
之
を
以
て
す
。
人
民
男
女
の
義
挙
を
し
て
国
に
報

ぜ
し
む
る
も
亦
必
ず
之
を
以
て
す
。
忠
誠
第
二
を
彙
む
。

あ
つ

箴
言
―

・
実
例
―

（
日

・
中

・
西
７
）

13

41

18

16

敬
和
第
三

夫
婦
の
道
は
一
国
の
風
化
の
本
づ
く
所
。
其
の
要
は
唯
だ
敬
と
和
と
の
み
。

敬
す
れ
ば
則
ち
礼
あ
り
、

自

ら
狎
邪
の
行
ひ
な
し
。
和
す
れ
ば
則
ち
親

お
の
ず
か

愛
あ
り
、
曽
て
乖
離
の
心
な
し
。
是
れ
夫
婦
の
大
経
た
り
。
敬
和
第
三
を
彙あ

つ

む
。箴

言
―

・
実
例
―

（
日

・
中

・
西
４
）

18

28

13

11

信
譲
第
四

朋
友
の
交
は
り
は
、
忠
信
も
て
以
て
人
の
親
し
み
致
し
、
謙
譲
も
て
以
て

己
の
過
ち
を
聞
く
。
是
れ
其
の
一
日
も
或

忽

に
す
べ
か
ら
ざ
る
所
以
な

ゆ
る
が
せ

り
。
即
ち
衆
人
に
遇
ふ
も
亦
必
ず
斯
の
道
に
由
る
。
然
る
後
に
益
あ
り
て

損
な
し
。
信
譲
第
四
を
彙
む
。

あ
つ

箴
言
―

・
実
例
―

（
日
７
・
中

・
西
４
）

11

24

13

巻
中苦

学
第
五

人
の
材
徳
は
、
皆
学
習
に
藉
り
て
之
を
致
す
。
奮
励
し
て
置
か
ず
、
能
く

よ

労
苦
に
耐
へ
て
以
て
成
る
こ
と
あ
る
に
帰
す
。
窮
ま
り
餓
え
斃
れ
て
而
る

た
お

後
に
止
む
。
己
を
為
す
に
非
ざ
る
は
な
し
。
苦
学
第
五
を
彙
む
。

あ
つ

箴
言
―

・
実
例
―

（
日

・
中
６
・
西

）

19

46

20

20

自
立
第
六

人
道
は
相
須
ち
て
生
を
成
す
者
な
り
。
而
し
て
其
の
本
は
自
立
す
る
に
在

り
。
不
ず
ん
ば
則
ち
畢
生
蠢
蠢
と
し
て[

①]

糊
口
を
労
す
る[

②]

の
み
。

し
か
ら

全
人[

③]

と
為
る
を
獲
ん
か
な
。
自
立
第
六
を
彙
む
。

あ
つ

箴
言
―
９
・
実
例
―

（
日
７
・
中
１
・
西
７
）

15

①
礼
儀
の
な
い
さ
ま
。

②
生
活
に
苦
し
む
。

③
完
全
無
欠
な
人
。

操
行
第
七

人
の
行
ひ
、
其
の
類
多
し
。
真
実

之
が
根
た
り
、
正
直

之
が
幹
た
り
。

温
厚
・
寛
恕
・
謙
遜
、
以
て
之
を
扶
持
す
。
然
る
後
に
全
徳
と
称
す
る
に

足
る
。
是
れ
君
子
の
以
て
天
地
を
動
か
す
所
以
な
り
。
操
行
第
七
を
彙
む
。

あ
つ

箴
言
―

・
実
例
―

（
日
３
・
中
５
・
西
５
）

13

13

言
語
第
八

言
語
の
及
ぶ
所
、
其
の
用
は
極
め
て
広
し
。
凡
そ
大
小
の
事
、
必
ず
言
語

を
藉
り
て
、
以
て
其
の
志
を
達
す
。
故
に
君
子
は
人
に
接
し
物
に
応
じ
て
、

か

常
に
言
語
を
慎
む
。
虚
偽
の
戒
、
讒
誣[

①]

の
絶
、
然
諾[

②]

す
れ
ば
則
ち

果
た
し
、
誓
約
す
れ
ば
則
ち
履
む
。
敢
て
放
過
せ
ざ
る
な
り
。
言
語
第
八

を
彙
む
。

あ
つ

箴
言
―

・
実
例
―

（
日
９
・
中
９
・
西
７
）

17

25

①
あ
り
も
し
な
い
こ
と
を
言
っ
て
譏
る
。

②
承
諾
す
る
。

威
儀
第
九

人
は
威
儀
あ
る
を
貴
ぶ
。
威
は
畏
る
べ
き
な
り
、
儀
は
則
る
べ
き
な
り
。

人
に
し
て
畏
る
べ
き
な
く
ん
ば
、
衆
望
み
て
之
を
侮
る
。
事
に
処
り
物
に
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接
す
る
に
、
必
ず
扞
格
し
て[

①]

行
は
ざ
る
を
致
す
。
是
れ

忽

に
す
べ

か
ん
か
く

ゆ
る
が
せ

か
ら
ざ
る
な
り
。
威
儀
第
九
を
彙
む
。

あ
つ

箴
言
―
９
・
実
例
―

（
日
８
・
中
２
・
西
６
）

16

①
相
手
が
受
け
付
け
ず
、
は
か
ど
ら
な
い
さ
ま
。

攝
生
第
十

人
の
世
に
在
る
に
、
身
体
康
強
な
る
よ
り
福
な
る
は
な
し
。
艱
難
に
遭
際

し
、
餓
寒
困
約
し
て
自
ら
存
す
る
あ
た
は
ざ
る
の
中
に
在
り
と
雖
も
、
苟

い
や
し
く

も
能
く
此
の
身
を
保
ち
、
康
健

常
の
如
く
な
れ
ば
、
則
ち
是
れ
幸
福
の

人
と
為
る
を
失
せ
ず
。
攝
生
第
十
を
彙
む
。

あ
つ

箴
言
―

・
実
例
―
８
（
日
４
・
中
２
・
西
２
）

12

節
用
第
十
一

天

万
物
を
生
じ
、
人

之
が
長
た
り
。
食
服
居
処
は
、
皆
人
生
に
必
需
の

物
な
り
。
其
の
善
且
つ
美
を
得
ん
と
欲
せ
ば
、
争
競

止
ま
ず
、
必
ず
相

殺
し
相
奪
ふ
に
至
る
。
故
に
達
せ
し
者
は
、
通
覧
達
観
し
て
、
節
約
に
之

れ
務
め
、
敢
て
一
物
に
暴
殄[

①]

せ
ず
。
人
と
相
安
ん
じ
て
以
て
無
事
を

ぼ
う
て
ん

久
遠
に
保
つ
。
節
用
第
十
一
を
彙
む
。

あ
つ

箴
言
―

・
実
例
―

（
日
９
・
中
８
・
西
８
）

10

25

①
粗
末
に
扱
っ
て
消
費
す
る
。

巻
下涵

養
第
十
二

君
子
の
学
は
徳
性
に
本
づ
く
。
恐
懼
戒
慎
し
て
、
敢
て
自
ら
欺
か
ず
。
寡

欲
の
行
も
て
、
以
て
其
の
心
を

慊

る
を
求
む
。
根
本
を
培
養
す
る
所
以

あ
き
た

な
り
。
涵
養
第
十
二
を
彙
む
。

あ
つ

箴
言
―

・
実
例
―

（
日

・
中
８
・
西
６
）

10

27

13

省
克
第
十
三

君
子
の
学
は
内
に
心
に
省
み
て
、
以
て
其
の
善
不
善
を
知
る
。
不
善
な
れ

ば
則
ち
之
に
克
ち
、
以
て
其
の
徳
を
全
く
す
。
欲
を
懲
ら
し
め
怒
り
を
止

む
る
が
如
き
、
是
れ
其
の
術
な
り
。
省
克
第
十
三
を
彙
む
。

あ
つ

箴
言
―

・
実
例
―

（
日
９
・
中
９
・
西
７
）

13

25

度
量
第
十
四

君
子
は
人
に
接
す
る
に
寛
宏
な
ら
ざ
る
は
な
し
。
人
皆
之
が
為
に
化
す
。

た
め

物
を
成
す
所
以
な
り
。
亦
己
を
為
す
所
以
な
り
。
度
量
第
十
四
を
彙
む
。

あ
つ

箴
言
―
６
・
実
例
―

（
日
８
・
中

・
西

）

31

12

11

慈
仁
第
十
五

人
の
生
く
る
や
、
幸
あ
り
不
幸
あ
り
。
而
る
に
不
幸
な
る
者
は
、
毎
に
多

つ
ね

に
居
る
。
仁
人
の
心
を
尽
し
て
力
を
出
す
に
非
ざ
る
よ
り
は
、
何
ぞ
人
人

と
し
て
之
を
済
ま
す
を
得
ん
や
。
凡
そ
慈
恵
の
事
は
、
近
き
よ
り
遠
き
に

及
び
、
人
よ
り
物
に
及
び
て
、
緩
急
軽
重
の
間
は
、
察
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ

る
な
り
。
慈
恵
第
十
五
を
彙
む
。

あ
つ

箴
言
―
９
・
実
例
―

（
日

・
中

・
西

）

37

12

11

14

教
育
第
十
六

父
母
は
子
に
教
へ
、
兄
長
は
弟
に
教
ふ
。
是
れ
天
下
の
通
誼
な
り
。
故
に

人
は
賢
父
兄
あ
る
を
貴
ぶ
。
師
の
徒
に
教
ふ
る
も
亦
是
れ
父
兄
に
代
は
る

所
以
な
り
。
其
の
任
、
焉
よ
り
重
き
は
な
し
。
教
訓
は
其
れ
忽
せ
に
す

こ
れ

ゆ
る
が

べ
け
ん
や
。
教
訓
第
十
六
を
彙
む
。

あ
つ

箴
言
―

・
実
例
―

（
日
６
・
中
６
・
西
４
）

12

16
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『
小
学
新
編
』
敬
和
第
三
・
訳
注

【
凡
例
】

一
、
テ
キ
ス
ト
は
国
立
国
会
図
書
館
の
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
も
の

を
使
用
し
た
。

一
、
本
文
は
返
り
点
付
き
漢
文
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
と
異
な
る
用
法
の

表
記
も
あ
り
、
従
わ
な
か
っ
た
所
も
あ
る
。

一
、
旧
字
・
俗
字
は
新
字
に
改
め
た
。

一
、
難
読
字
に
は
必
要
に
応
じ
て
ル
ビ
を
施
し
た
。

一
、
適
宜
、
注
釈
・
語
釈
を
施
し
た
。

一
、
天
皇
・
皇
帝
に
つ
い
て
は
在
位
年
を
（

）
内
に
記
し
た
。

一
、
年
号
に
つ
い
て
は
西
暦
を
（

）
内
に
記
し
た
。

概
要夫

婦
の
道
は
一
国
の
風
化[

①]

の
本
づ
く
所
。
其
の
要
は
唯
だ
敬
と
和
と
の

み
。
敬
す
れ
ば
則
ち
礼
あ
り
、
自
ら
狎
邪
の
行
ひ
な
し
。
和
す
れ
ば
則
ち
親

愛
あ
り
、
曽
て
乖
離
の
心
な
し
。
是
れ
夫
婦
の
大
経
た
り
。
敬
和
第
三
を
彙あ

つ

む
。

①
風
俗
の
教
化
。

箴
言

①
婦
人
の
心
行
は
、
一
国
の
風
俗
に
関
は
る
。
婦
人
の
心
行
の
卑
陋
な
れ
ば
、

其
の
風
俗
も
亦
卑
陋
な
ら
ざ
る
な
く
、
婦
人
の
心
行
の
高
潔
な
れ
ば
、
其
の
風

俗
も
亦
高
潔
な
ら
ざ
る
な
し
。
故
に
家
に
良
婦
善
母
あ
る
を
要
す
る
は
、
国
に

英
雄
を
出
す
よ
り
急
な
り
。[

①]

①
『
女
訓
新
書
』
の
箴
言
（

）
に
類
似
の
文
が
あ
る
。

10

②
男
女
相
須
ち
て
生
る
る
は
、
曽
て
貴
賤
の
別
な
し
。
唯
だ
其
の
剛
柔
の
性
を

異
に
す
る
は
、
唱
和

趣
を
異
に
す
る
所
以
に
し
て
、
女
子
の
虱
密
専
褊[

①]

な

し
ん
み
つ
せ
ん
か
く

る
が
故
に
、
其
の
下
学
に
於
て
は
、
男
子
に
過
ぐ
る
あ
り
。
特
だ
上
達
の
力
に

乏
し
き
の
み
。[

②]

①
こ
こ
で
は
心
づ
か
い
が
細
か
く
、
ひ
た
す
ら
つ
つ
し
む
様
。

②
『
女
訓
新
書
』
の
箴
言
（
２
）
に
類
似
の
文
が
あ
る
。

③
婚
姻
は
必
ず
父
母
の
命
・
媒
妁
の
言
を
待
ち
て
、
郷
党
親
故
を
召
し
て
、
以

て
其
の
礼
を
行
ふ
。
父
母
の
命
ず
る
所
な
る
も
己
の
心
に
欲
せ
ざ
る
者
の
ご
と

き
は
、
当
に
其
の
情
由
を
陳
べ
て
、
父
母
に
再
思
を
請
ふ
べ
し
。
父
母

其
の
後

の

害
あ
る
を
見
て
之
を
禁
ず
れ
ば
、
則
ち
其
の
所
を
固
く
す
。
年
少
に
し
て
婚
配

す
る
者
は
、
人
の
父
母
と
為
る
の
道
を
知
ら
ず
。
往
往
に
し
て
天
年
を
夭
折
し
、

生
ま
れ
し
子
も
亦
短
矮
津
弱
［
①
］

に
し
て
、
人
と
為
る
を
得
ず
。
亦

虞

る

お
う
じ
や
く

お
も
ん
ぱ
か

べ
し
と
為
す
な
り
。

①
体
が
弱
い
さ
ま
。

④
婚
姻
は
族
籍
の
最
も
近
き
者
を
避
く
。
其
の
生
れ
し
子
の
育
た
ざ
る
が
為
な

た
め

り
。
善
良
な
る
子
女
は
、
常
に
父
母
の
性
質
の
剛
柔
相
反
す
る
に
生
ま
れ
、
白

痴
は
多
く
同
姓
相
婚
の
家
に
出
づ
。
察
せ
ざ
る
べ
け
ん
や
。
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⑤
醜
悪
女
子
に
し
て
美
丈
夫
に
配
す
る
は
必
ず
其
の
厭
ひ
棄
つ
る
所
と
為
る
。

乱
家
逆
家
の
子
に
し
て
容
色
絶
世
な
る
者
あ
る
は
、
悪
報
相
続
き
、
以
て
其
の

身
に
禍
あ
る
を
恐
る
。
人
情
天
理
は
、
往
往
に
し
て
然
り
。
須
ら
く
抑
遜[

①]

の
意
を
存
す
べ
し
。

①
お
さ
え
へ
り
く
だ
る
こ
と
。

⑥
女
子
の
挙
止
は
宜
し
く
安
詳[

①]

な
る
べ
し
、
宜
し
く
軽
躁
な
る
べ
か
ら
ず
。

容
姿
は
宜
し
く
貞
静
な
る
べ
し
、
宜
し
く
嬌
艶
な
る
べ
か
ら
ず
。
嬌
艶
は
人
の

調
戯[

②]

を
致
す
所
以
な
り
。
其
れ
人
と
相
見
ゆ
る
も
、
亦
荘
厳
な
る
を
要
す
。

巧
笑
斜
視
し
、
務
め
て
媚
態
を
作
す
べ
か
ら
ず
。
身
は
潔
清
な
る
を
要
す
。
時

な

好
に
赴
き
、
華
美
を
競
ふ
べ
か
ら
ず
。[
③]

①
落
ち
着
い
て
い
て
礼
儀
正
し
い
こ
と
。

②
あ
ざ
け
り
か
ら
か
う
こ
と
。

③
『
女
訓
新
書
』
の
箴
言
（

）
に
類
似
の
文
が
あ
る
。

22

⑦
人
と
鳥
獣
と
、
夐
然
と
し
て[

①]

趣
を
殊
に
す
。
而
し
て
其
の
趣
を
殊
に
す

け
い
ぜ
ん

こ
と

こ
と

る
所
以
の
者
は
、
夫
婦
の
別
、
焉
よ
り
著
し
き
は
な
し
。
故
に
夫
婦
は
相
敬
ひ
、

こ
れ

当
に
未
だ
婚
せ
ざ
る
時
と
異
な
る
こ
と
な
か
る
べ
し
。
而
し
て
男
女
既
に
其
の
姓マ

マ

を
異
に
す
。
女
は
男
に
一
頭
を
譲
り
、
必
ず
先
づ
礼
法
を
服
行
す
。
故
に
婦
人

は
黄
昏
の
往
来
に
は
必
ず
燭
を
俵
り
、
夫
の
友
を
見
れ
ば
必
ず
誠
懇
を
致
す
。

と

亦

私
事
を
話
し
、
諸
物
を
借
貸
せ
ず
。
夫

擅
横
な
り
と
雖
も
、
敢
て
争
抗
せ

ず
、
専
ら
柔
順
を
守
り
、
夫
を
し
て
我
を
愛
し
、
我
を
信
ぜ
し
む
る
な
り
。
一

行

敗
る
る
こ
と
あ
ら
ば
、
百
行

皆
廃
る
。
慎
ま
ざ
る
べ
け
ん
や
。

す
た

①
は
る
か
に
遠
い
さ
ま
。

⑧
夫
婦
相
狎
る
る
こ
と
の
甚
だ
し
け
れ
ば
、
必
ず
相
侮
る
に
至
る
。
其
の
言
動
、

厭
悪
す
べ
き
な
り
。
真
正
の
夫
婦
は
、
其
れ
相
愛
し
、
他
人
と
自
ず
か
ら
異
な

り
て
、
婦

過
ち
あ
れ
ば
、
則
ち
夫

之
を
諭
す
に
、
懇
到
誠
切
に
し
て
、
敢
て

叱
咤
罵
詈
せ
ず
。
夫

過
ち
あ
れ
ば
則
ち
之
を
諫
む
る
に
、
和
色
柔
声
に
し
て
、

敢
て
嫉
妬
の
心
を
懐
か
ず
。

⑨
夫
人
の
夫
を
敬
ふ
の
道
は
、
唯
だ
是
れ
夫
に
辱
め
を
致
さ
ず
。
一
生
の
志
願

此
に
在
り
。
行
住
坐
臥
、
敢
て
忘
れ
ざ
れ
ば
、
則
ち
婦
人
の
道

尽
せ
り
。
夫
の

辱

一
段
に
至
れ
ば
、
舅
姑
の
命
と
雖
も
、
亦
従
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
夫
を
舎

て
て
舅
姑
に
従
ひ
、
夫
に
背
き
て
児
子
を
育
つ
れ
ば
、
則
ち
夫
に
非
行
あ
る
に

由
る
と
雖
も
、
尚
ほ
未
だ
夫
を
辱
む
る
の
罪
あ
る
を
免
れ
ず
。

⑩
婦
人

一
た
び
人
に
適
ぐ
の
後
は
、
夫
の
家
を
以
て
己
の
家
と
為
す
。
故
に
古

と
つ

人
は
嫁
を
謂
ひ
て
帰
と
為
す
。
万

已
む
を
得
ざ
る
の
事
あ
る
に
非
ず
ん
ば
、
則

ち
乖
離
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
行
に
言
ふ
べ
か
ら
ざ
る
者
あ
る
に
至
れ
ば
、
則

ち
子
を
生
む
の
後
と
雖
も
、
必
ず
夫
の
棄
絶
す
る
所
と
為
る
。
而
ち
追
悔
す
る

す
な
は

も
益
な
し
。

⑪
室
家
の
福
は
、
時
日
に
由
り
て
変
ぜ
ず
、
地
位
に
従
り
て
易
は
ら
ず
。
人
生

よ

か

修
身
の
事
業
は
、
皆
夫
婦
相
愛
に
本
づ
く
。
故
に
婦
人
は
其
の
家
を
以
て
快
楽

の
処
と
為
し
、
以
て
男
子
労
苦
の
心
を
慰
む
る
あ
た
は
ず
ん
ば
、
則
ち
男
子
の

大
名
を
享
け
、
当
世
に
顕
ら
か
な
る
も
、
亦
是
れ
居
室
な
き
者
は
、
其
の
生

殊こ
と

に
愍
む
べ
き
な
り
。

あ
は
れ
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⑫
一
男
も
て
一
女
に
配
す
。
是
れ
天
理
の
当
然
な
り
。
一
家
の
実
益
は
、
一
夫

一
婦
の
同
居
偕
老
す
る
に
生
じ
、
一
国
の
利
益
は
、
則
ち
一
家
の
利
益
に
生
ず

る
な
り
。
察
せ
ざ
る
べ
け
ん
や
。

⑬
婦
た
る
の
道
は
、
良
人
の
才
識
・
品
望
の
高
下
を
視
て
、
其
の
敬
愛
の
情
を

軽
重
す
る
べ
か
ら
ず
。
良
人
の
初
め
は
富
み
て
而
る
後
に
貧
し
き
が
如
き
は
、

尤
も
宜
し
く
敬
を
加
ふ
べ
し
。
設
し
主
婦
に
し
て
家
長
に
敬
順
せ
ざ
ら
し
め
ば
、

も

則
ち
卑
幼
僕
婢
も
亦
皆
之
を
軽
侮
す
。
家
道
の
大
乱
は
、
復
為
む
べ
き
な
し
。

お
さ

⑭
婦
人
の
交
際
は
広
き
に
務
む
べ
か
ら
ず
、
意
気
相
許
す
べ
か
ら
ず
。
人
の
災

厄
を
見
て
救
済
す
る
も
、
亦
必
ず
父
母
倚
び
良
人
の
許
可
を
竢
つ
。
家
に
賓
客

お
よ

ま

多
き
が
ご
と
き
は
、
是
れ
良
人
の
才
徳
の
衆
を
踰
え
た
る
な
り
。
宜
し
く
和
顔

温
容
に
し
て
以
て
之
に
接
す
べ
し
。
不
快
の
色
あ
り
て
、
良
人
の
謗
を
衆
に
獲

し
む
べ
か
ら
ず
。
良
人
及
び
舅
姑
の
鄙
吝
な
る
者
は
、
宜
し
く
之
を
彌
縫
し
、

陋
を
人
に
示
す
こ
と
な
か
る
べ
し
。

⑮
夫
は
外
事
に
管
し
、
婦
は
内
政
を
治
む
。
内
政
は
本
な
り
。
外
事
は
末
な
り
。

故
に
善
く
婦
道
を
執
る
者
は
、
家
政
を
承
当
し
、
幼
児
を
教
訓
し
、
兼
ね
て
夫

に
善
を
為
し
過
ち
を
改
む
る
を
勧
め
、
下
流
に
沈
め
し
め
ず
。
能
く
夫
の
志
業

を
助
け
、
不
幸
に
し
て
夫
死
し
て
子
幼
け
れ
ば
、
則
ち
夫
に
代
り
て
家
を
保
ち
、

子
孫
を
し
て
其
の
業
を
襲
ふ
を
得
し
む
る
な
り
。

⑯
夫
死
し
て
遺
孤
あ
り
、
及
び
人
の
舅
姑
を
侍
養
す
る
な
く
ん
ば
、
則
ち
婦
た

る
の
道
は
、
其
の
操
守
を
変
じ
て
再
醮
す
る[

①]

を
得
ず
。
舅
姑
父
母
の
命
あ

り
と
雖
も
、
決
し
て
従
ふ
べ
か
ら
ず
。
従
へ
ば
則
ち
節
を
破
る
。

①
再
婚
す
る
。

⑰
婦
の
舅
姑
に
事
ふ
る
は
、
猶
ほ
父
母
に
事
ふ
る
が
ご
と
く
然
り
。
女
子
既
に

つ
か

つ
か

嫁
せ
ば
、
則
ち
夫
の
父
母
を
以
て
父
母
と
為
す
。
生
む
所
の
父
母
は
私
親
た
り
。

故
に
舅
姑
の
命
ず
る
所
は
、
必
ず
謹
み
必
ず
敬
ひ
、
敢
て
理
直
を
以
て
之
と
争

弁
せ
ず
。
専
ら
誠
意
を
以
て
之
に
感
動
す
る
な
り
。
是
れ
を
之
れ
曲
従
と
謂
ふ
。

婦
は
舅
姑
に
事
ふ
る
の
道
な
り
。

つ
か

⑱
人
の
継
室
と
為
り
て
前
妻
の
子
を
酷
虐
す
る
者
は
、
是
れ
特
に
母
と
為
る
あ

た
だ

た
は
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
亦
是
れ
婦
道
を
失
ふ
の
甚
だ
し
き
な
り
。
前
妻
の
子
の

狼
戻[

①]

な
る
が
如
き
は
、
尤
も
宜
し
く
誠
心
も
て
之
に
接
し
、
以
て
其
の
善

に
遷
す
を
待
つ
べ
し
。
古
よ
り
今
に
至
る
ま
で
、
前
妻
の
子
を
酷
虐
し
て
、
其

の
身
を
子
孫
の
利
と
為
す
者
は
、
未
だ
之
れ
あ
ら
ざ
る
な
り
。
前
妻
の
子
を
愛

す
る
こ
と
甚
だ
厚
き
者
は
、
天

之
に
報
い
る
に
福
祥
を
以
て
す
。
其
の
夫
の
弟

妹
に
於
け
る
も
亦
然
り
。
察
せ
ざ
る
べ
け
ん
や
。

①
心
が
ね
じ
け
て
道
理
に
も
と
る
こ
と
。

実
例

(

１)

天
孫
瓊
瓊
杵
尊[

①]

、
嘗
て
笠
砂
の
岬
に
行
幸
す
。
途
に
一
佳
人
に
遇
ふ
。

ニ

ニ

ギ

ノ

ミ

コ

ト

み
ち

甚
だ
儀
観
あ
り
。
焉
に
問
ひ
て
曰
く
「
汝
は
是
れ
誰
の
子
な
る
か
」
と
。
対
へ

こ
れ

て
曰
く
「
大
山
の
祇
神
の
子
な
り
。
木
花
開
耶
姫
な
り
」
と
。
又
焉
に
問
ひ
て

コ
ノ
ハ
ナ
ノ
サ

ク

ヤ

ヒ

メ

こ
れ

曰
く
「
汝
豈
に
我
が
宮
に
入
ら
ん
や
」
と
。
対
へ
て
曰
く
「
妾
は
言
ふ
を
得
ず
。
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妾
の
父

将
に
言
は
ん
」
と
。
天
孫

廼
ち
大
山
の
祇
神
に
告
ぐ
。
大
山
の
祇
神
、

す
な
は

謹
み
て
諾
す
。
遂
に
諸
を
宮
に
入
れ
て
妃
と
為
す
。
彦
火
火
出
見
尊
を
生
む
。

ヒ

コ

ホ

ホ

デ

ミ

ノ

ミ

コ

ト

①
本
伝
承
は
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
『
播
磨
国
風
土
記
』
な
ど
に
基
づ
く
。

(

２)

嵯
峨
天
皇
（
八
〇
九
～
八
二
三
）
の
橘
皇
后[

①]

は
、
諱
は
嘉
智
子
。
贈
太

政
大
臣
清
友[

②]
の
女
な
り
。
天
資
婉
順
に
し
て
、
手
を
垂
ら
せ
ば
膝
を
過
ぎ
、

む
す
め

髪
は
地
に
委
る
。
帝

親
王
と
為
し
て
之
を
納
る
。
寵
あ
り
。
登
祚
し
進
み
て
皇

た

后
と
為
す
。
宮
闈[

③]

謠
穆[
④]

に
し
て
、
朝
野

之
を
称
す
。

よ
う
ぼ
く

①
本
伝
承
は
『
大
日
本
史
』
后
妃
四
に
基
づ
く
。

②
橘
清
友
。
奈
良
時
代
の
貴
族
・
歌
人
。

③
奥
御
殿
。

④
和
ら
ぐ
さ
ま
。

(

３)

紫
式
部[

①]

は
式
部
丞
藤
原
為
時
の
女
な
り
。
右
衛
門
権
佐
藤
原
宣
孝
に
適

む
す
め

と
つ

ぐ
。
天
資[

②]

敏
慧
に
し
て
、
幼
き
時

人
の
書
を
読
む
を
聞
け
ば
、
輒
ち
能
く

す
な
は

諳
記
す
。
長
ず
る
に
及
び
、
和
歌
を
能
く
し
、
博
く
内
外
の
史
籍
に
渉
る
。
兼

よ

ね
て
朝
廷
の
典
章[

③]

に
通
じ
、『
源
氏
物
語
』
五
十
四
帖
を
著
は
す
。
閎
富[

④]

精
妙
に
し
て
、
古
今
に
度
越
し
、
自
ら
長
ず
る
所
を
矜
ら
ず
し
て
詞
家[
⑤]

の

ほ
こ

宗
と
為
る
。
一
條
天
皇
（
九
八
六
～
一
一
〇
一
）
大
い
に
之
を
賞
し
て
曰
く
「
是

れ
日
本
記
を
諳
記
す
る
者
は
、
是
よ
り
人
呼
び
て
日
本
紀
局
と
曰
は
ん
」
と
。

人
の
為
に
貞
淑
に
し
て
、
既
に
寡
た
り
。
東
門
院
を
候
ふ
に
、
門
院
の
父
道
長
、

た
め

其
の
才
の
美
な
る
を
愛
し
、
慇
懃
を
通
ぜ
ん
と
欲
す
る
も
、
拒
み
て
従
は
ず
。

①
本
伝
承
は
『
大
日
本
史
』
列
女
伝
、
林
正
躬
『
大
東
列
女
伝
』
（
明
治
一
七
）
、
大
大

森
惟
中
『
女
学
読
本
』
（
明
治
一
九
）
、
西
村
茂
樹
『
婦
女
鑑
』
四
（
明
治
二
〇
）
な

ど
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
森
惟
中
『
女
学
読
本
』（
明
治
一
九
）
、
西
村
茂
樹
『
婦

女
鑑
』
四
（
明
治
二
〇
）
な
ど
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

②
う
ま
れ
つ
き
。

③
制
度
や
文
物
。

④
言
葉
が
豊
か
な
さ
ま
。

⑤
こ
こ
で
は
歌
人
の
意
。

(

４)

瀧
長
愷
の
妻
某
氏[

①]

は
長
門
藩
士
の
女
な
り
。
顔
色
黒
醜
な
り
。
長
ず

む
す
め

る
に
及
ぶ
も
嫁
せ
ず
。
常
に
人
に
語
り
て
曰
く
「
妾
は
瀧
先
生
の
如
き
者
を
得

て
夫
と
為
さ
ん
と
欲
す
」
と
。
長
愷
は
儒
雅
に
し
て
、
世
に
鴻
名
あ
り
。
是
を

以
て
聞
く
者
皆
之
を
笑
ふ
。
或
も
の
長
愷
に
告
ぐ
。
長
愷
曰
く
「
是
れ
殆
ど
我

ほ
と
ん

を
知
る
者
な
り
。
必
ず
能
く
我
が
家
を
治
め
ん
」
と
。
遂
に
之
を
聘
す
。
某
氏

婉
順
に
し
て
、
能
く
内
政
を
治
め
、
識
見
も
亦
人
に
過
ぐ
。
長
愷

嘗
て
客
と
語

る
に
、
常
に
屏
風
の
後
に
在
り
て
之
を
聞
く
。
事

国
忌
に
觸
る
れ
ば
、
則
ち
退

き
て
之
を
諌
む
。
居
る
こ
と
数
年
、
嘗
て
赤
色
絲
団
あ
り
、
其
の
袖
よ
り
転
じ

て
墜
つ
。
長
愷

怪
し
み
て
焉
を
問
ふ
。
某
氏
忸
怩
と
し
て[

②]

曰
く
「
妾
は
愚

こ
れ

に
し
て
過
ち
を
な
く
す
あ
た
は
ず
。
而
れ
ど
も
其
の
過
ち
を
寡
く
せ
ん
と
欲
す
。

す
く
な

故
に
赤
白
二
絲
団
を
製
し
て
、
之
を
袖
の
中
に
置
き
、
悪
念
起
て
ば
則
ち
赤
絲

を
加
へ
、
善
念
な
れ
ば
則
ち
白
絲
を
加
ふ
。
此
の
如
き
こ
と
二
三
年
、
赤
団

日

に
益
大
し
、
白
団

多
き
を
加
へ
ず
。
是
に
於
て
深
く
自
省
す
。
今
は
則
ち
二
団

相
斉
し
き
を
致
す
。
是
れ
殆
ど
良
人
の
化
す
る
為
な
り
。
尚
ほ
白
団
の
未
だ
赤

ひ
と

た
め

団
よ
り
大
な
ら
ざ
る
を
恥
づ
る
な
り
」
と
。
因
り
て
白
団
を
出
し
て
之
を
示
す
。

長
愷

大
い
に
其
の
志
に
感
ず
。
益
ま
す
其
の
徳
を
修
む
と
云
ふ
。[

③]

①
本
伝
承
は
内
田
尚
長
『
女
子
孝
節
談
』
（
明
治
一
二
）
、
干
河
貫
一
『
日
本
立
志
編
』
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（
明
治
一
五
）
、
岡
本
賢
蔵
『
修
身
女
訓
』
巻
六
（
明
治
一
五
）
、
林
正
躬
『
大
東
列

女
伝
』
（
明
治
一
七
）
、
西
村
茂
樹
『
婦
女
鑑
』
一
（
明
治
二
〇
）
、
石
井
音
五
郎
・

石
井
福
太
郎
『
尋
常
小
学
修
身
口
授
教
案
』
（
明
治
二
〇
）
、
松
永
乙
一
『
小
学
少
年

教
育
美
談
』
（
明
治
二
四
）
、
篠
田
正
作
『
女
子
立
志
美
談
』
（
明
治
二
四
）
な
ど
に

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

②
心
に
恥
じ
る
さ
ま
。

③
『
女
訓
新
書
』
⑩
に
同
文
を
載
せ
る
。

(

５)

周
の
冀
缺
は
晋
人
な
り[
①]

。
晋
の
胥
臣

其
の
君
文
公
の
為
に
使
し
て
冀

た
め

に
過
る
。
冀
缺

箝
り[

②]

、
其
の
妻

之
に
饁
す[

③]

。
敬
相
待
し
て
賓
の
如
し
。

よ
ぎ

く
さ
ぎ

よ
う

之
と
帰
る
。
諸
を
文
公
に
言
ひ
て
曰
く
「
敬
は
徳
の
聚
な
り
。
能
く
敬
な
れ
ば

こ
れ

必
ず
徳
あ
り
。
徳
あ
れ
ば
以
て
民
を
治
む
。
君

請
ふ
、
之
を
用
い
よ
」
と
。
文

公

以
て
下
軍
大
夫
と
為
す
。

①
本
伝
承
は
『
春
秋
左
氏
伝
』
僖
公
三
三
、
『
国
語
』
晋
語
五
な
ど
に
基
づ
く
。

②
雑
草
を
刈
り
取
る
。

③
饁
は
か
れ
い
い
。
こ
こ
で
は
昼
食
を
取
る
の
意
。

(

６)

後
漢
の
宋
弘
は
光
武
帝
（
二
五
～
五
七
）
に
仕
へ
、
大
司
空
た
り
。
時
に
帝

の
姉
胡
陽
公
主[

①]

、
新
た
に
寡
た
り
。
帝
与
に
共
に
朝
臣
を
論
ず
。

徐

に
其

お
も
む
ろ

の
意
を
観
る
。
主
曰
く
「
宋
公
は
威
容
徳
器
あ
り
て
、
群
臣
及
ぶ
な
し
」
と
。

帝
曰
く
「
方
に
且
に
之
を
図
ら
ん
」
と
。
後
に
引
見
し
、
帝

主
を
し
て
屏
風
の

ま
さ

ま
さ

後
に
坐
せ
し
む
。
因
り
て
弘
に
謂
ひ
て
曰
く
「
諺
に
言
ふ
「
貴
は
交
は
り
易
く
、

富
は
妻
し
易
し
」
と
。
人
情
な
る
か
」
と
。
弘
曰
く
「
臣
聞
く
「
貧
賤
の
友
は

忘
る
べ
か
ら
ず
。
糟
糠
の
妻
は
堂
よ
り
下
さ
ず[

②]

」
と
」
と
。
帝

顧
み
て
主

に
謂
ひ
て
曰
く
「
事

諧
は
ず[

③]

」
と
。

か
な

①
本
伝
承
は
『
後
漢
書
』
宋
弘
伝
に
基
づ
く
。

②
糟
糠
は
米
か
す
と
米
ぬ
か
。
粗
末
な
食
事
を
さ
す
。
貧
し
い
時
を
共
に
し
た
妻
は
、

立
身
出
世
し
て
も
離
縁
し
て
家
か
ら
追
い
出
せ
な
い
、
の
意
。

③
こ
こ
で
は
未
亡
人
と
な
っ
た
胡
陽
公
主
の
再
婚
相
手
と
し
て
宋
弘
を
考
え
た
が
、
う

ま
く
い
か
な
か
っ
た
、
の
意
。

(

７)

明
の
張
寅
は
安
福
の
人
な
り[

①]

。
弱
冠
に
し
て
出
亡
し
て
冀
に
之
く
。

其
の
才
を
憐
む
者
あ
り
。
之
を
館
穀[

②]

し
、
与
に
聯
姻[

③]

せ
ん
と
欲
す
。
寅

曰
く
「
幼
き
と
き
嘗
て
邑
人
康
氏
の
女
を
聘
す
。
今
、
南
北
に
し
て
相
聞
問[

④]

む
す
め

せ
ざ
る
者
、
已
に
十
年
。
何
ぞ
其
の
年
遠
く
地
隔
た
る
に
因
り
て
竟
に
之
に
負

こ
と

つ
ひ

く
に
忍
び
ん
や
」
と
。
会
試
に
第
せ
ず[

⑤]

。
乃
ち
南
し
て
帰
る
。
是
よ
り
先
、

康
の
父
母
も
亦
改
め
適
が
し
め
ん
と
議
す
。
女
自
ら
誓
ひ
て
他
な
し
。
凜
と
し

と
つ

て
奪
ふ
べ
か
ら
ず
。
是
に
至
り
て
遂
に
諧
ぎ
て
閑
徐
し[

⑥]

、
進
士
に
登
す
。

や
は
ら

康
を
封
じ
て
安
人
と
為
す
。

①
本
伝
承
の
典
拠
等
に
つ
い
て
は
未
詳
。

②
賓
客
に
宿
所
と
食
物
を
供
す
る
。

③
親
族
同
士
で
交
際
す
る
。

④
訪
問
す
る
。

⑤
合
格
し
な
か
っ
た
。

⑥
結
婚
す
る
。

(

８)
英
の
維
廉
格
白
的
、
文
名
赫
著
た
り[

①]

。
嘗
て
歩
兵
官
た
り
。
砲
兵
官

ウ
ィ
ル
レ
ム

コ

ベ
ツ

ト

某
の
門
を
過
ぐ
。
厳
冬
の
雨
雪
紛
霏[

②]

た
る
に
属
す
。
女
子
の
衣
を
濯
ふ
を
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見
る
。
維
廉
独
り
語
る
「
是
れ
真
に
我
が
配
な
り
」
と
。
任
期
の
満
つ
る
を
待

ウ
ィ
ル
レ
ム

ち
て
之
を
娶
ら
ん
と
欲
す
。
時
に
維
廉
年
二
十
一
、
女
十
三
。
維
廉
、
其
の

め
と

ウ
ィ
ル
レ
ム

ウ
ィ
ル
レ
ム

貯
金
一
百
五
十
奇
尼
を
出
し
て
之
に
与
へ
て
曰
く
「
無
事
に
過
活
し
、
以
て
我

キ

ニ

が
帰
る
を
竢
て
」
と
。
女
、
其
の
金
を
受
け
て
別
れ
を
為
す
。
後
五
年
、
維
廉

ま

ウ
ィ
ル
レ
ム

の
任
終
り
、
倫
敦
に
還
り
之
を
訪
ぬ
。
時
に
女

加
比
丹[

③]

某
の
傭[

④]

と
為

ロ
ン
ド
ン

カ

ピ

タ

ン

り
、
約
し
て
歳
俸
五
磅
を
受
く
。
維
廉
を
見
、
向
に
受
け
し
所
の
金
を
出
し

ポ
ン
ド

ウ
ィ
ル
レ
ム

さ
き

て
其
の
手
中
に
置
く
。
封
緘

故
の
如
し
。
維
廉
大
い
に
其
の
志
に
感
じ
、
遂

ウ
ィ
ル
レ
ム

に
礼
を
行
ふ
。
果
し
て
良
妻
な
り
。
維
廉
常
に
自
負
し
て
曰
く
「
我
一
生
安
楽

ウ
ィ
ル
レ
ム

昌
栄
な
る
は
、
皆
我
が
妻
の
力
な
り
」
と
。

①
本
伝
承
の
典
拠
等
に
つ
い
て
は
未
詳
。

②
紛
飛
に
同
じ
。
雪
な
ど
が
み
だ
れ
散
る
。

③
商
館
の
最
高
責
任
者
。

④
雇
わ
れ
人
。

(

９)

英
に
女
子
維
廉
あ
り
［
①
］
。
父
に
従
ひ
亜
美
理
駕
の
泰
比
爾
非
［
②
］

に

ウ
ィ
ル
レ
ム

ア

メ

リ

カ

デ
ー
ル
フ
ィ

ル

ド

住
す
。
父
は
邑
宰
た
り
。
女
甫
め
七
歳
に
し
て
土
人
の
乱
あ
り
。
父
と
同
に
虜

む
す
め
は
じ

と
も

と
な
り
、
後
に
父
は
金
を
出
し
て
自
ら
償
ひ
て
還
る
。
女

姿
色
あ
れ
ば
、
土
人

之
を
留
め
て
遣
ら
ず
。
長
ず
る
に
及
び
、
土
人
の
妻
と
為
り
子
を
生
む
。
之
を

久
し
く
し
て
、
泰
比
爾
非
に
抵
り
、
旧
識
に
面
し
、
平
昔
を
話
す
。
衆

其
の

デ
ー
ル
フ
ィ

ル

ド

い
た

薄
命
を
悲
し
み
、
之
に
勧
め
て
還
ら
ざ
ら
し
め
ん
と
す
。
維
廉
肯
ん
ぜ
ず
し
て

ウ
ィ
ル
レ
ム

曰
く
「
既
に
夫
婦
と
為
る
。
今
に
し
て
之
に
乖
く
は
、
其
れ
婦
道
を
如
何
せ
ん
」

そ
む

と
。
聞
く
者
、
涙
を
垂
ら
し
て
深
く
其
の
志
を
憫
れ
む
。
強
ひ
て
留
め
ず
と
云

ふ
。①

本
伝
承
は
白
勢
和
一
郎
抄
訳
『
泰
西
列
女
伝
』
（
明
治
九
）
な
ど
に
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
。

②
『
小
学
新
編
』
は
「
タ
イ
ビ
ル
ビ
ヤ
」
と
ル
ビ
を
付
し
、
『
泰
西
列
女
伝
』
は
「
デ

ー
ル
フ
ィ
ル
ド
」
と
す
る
。
詳
細
は
不
明
。

(
)

源
義
仲
の
妾
鞆
絵
［
①
］

は
今
井
兼
平
の
妹
な
り
。
美
に
し
て
勇
あ
り
。
武

と
も

え

10技
を
善
く
し
、
戦
ふ
毎
に
別
に
一
部
に
将
た
り
。
向
ふ
所
、
皆
捷
つ
。
義
仲
の

か

敗
る
る
に
及
び
、
騎
従
す
る
者
僅
か
に
十
三
人
。
鞆
絵
、
其
の
中
に
在
り
。
東

と
も

え

兵

尾
し
て
撃
つ
。
鞆
絵
、
薙
刀
を
揮
ひ
て
健
闘
す
。
東
兵
皆
靡
ふ
。
畠
山
重

と
も

え

し
た
が

忠
は
怪
力
あ
り
。
之
を
生
得
せ
ん
と
欲
す
。
目
を
注
ぎ
て
之
に
薄
る
。
其
の
鎧

そ
そ

せ
ま

の
袖
を
攫
。
鞆
絵
、
馬
に
策
す
。
馬
躍
り
袖
絶
つ
。
重
忠
、
得
る
あ
た
は
ず
し

と
も

え

む
ち

て
去
る
。
義
仲
、
粟
津
に
至
れ
ば
、
則
ち
範
頼
既
に
勢
多
に
破
れ
て
入
る
。
遠

江
の
人

内
田
家
吉
、
其
の
先
鋒
と
為
る
。
力
は
三
十
人
を
兼
ぬ
。
鞆
絵
と
馬
を

と
も

え

接
し
て
交
は
り
搏
つ
。
鞆
絵
、
之
を
鞍
に
伏
せ
、
其
の
首
を
斬
り
、
以
て
義
仲

と
も

え

に
視
す
。
義
仲
嘆
じ
て
曰
く
「
家
吉
は
勇
士
な
り
。
乃
ち
首
を
女
子
に
授
く
。

吾
も
亦
誰
の
手
に
終
り
死
す
る
か
を
知
ら
ず
」
と
。
因
り
て
鞆
絵
を
諭
し
て
遁

と
も

え

去
せ
し
む
。
曰
く
「
死
に
臨
み
て
妾
を
携
ふ
れ
ば
、
人

我
を
何
と
謂
は
ん
」
と
。

鞆
絵
、
共
に
死
せ
ん
こ
と
を
請
ふ
。
義
仲

之
を
強
ふ
。
鞆
絵
乃
ち
嗚
咽
し
て
辞

と
も

え

と
も

え

し
去
る
。
甲
を
釈
て
て
間
行
し
、
信
濃
に
帰
る
。
時
に
年
二
十
八
。
後
、
尼
と

為
る
。
越
後
の
友
松
に
居
り
、
義
仲
の
冥
福
を
祈
り
て
身
を
終
ふ
。

①
本
伝
承
は
『
源
平
盛
衰
記
』
に
基
づ
く
。

(
)

源
義
経
の
妾
静[

①]

は
都
下
の
白
拍
子
な
り
。
義
経
の
京
師
を
去
る
に
及

11び
、
従
ひ
て
吉
野
山
に
匿
る
。
義
経

之
を
諭
し
て
訣
別
し
、
僕
を
し
て
資
を

帛
も
た
ら

し
て
京
師
に
送
り
還
ら
し
む
。
僕

其
の
資
を
奪
ひ
て
静
を
棄
つ
。
静

独
り
風
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雪
の
中
を
行
く
。
山
僧

之
を
捕
へ
、
鎌
倉
に
送
り
致
す
。
義
経
の
在
る
所
を
詰

す
。
静

固
く
知
ら
ず
と
陳
ぶ
。
其
の
身
あ
る
を
以
て
之
を
留
む
。
頼
朝
の
夫
人

の

政
子
、
其
の
歌
舞
を
善
く
す
る
を
聞
き
、
召
見
せ
ん
と
欲
す
。
疾
と
称
し
て
至

ら
ず
。
既
に
し
て
頼
朝
夫
妻
、
鶴
岡
荘
に
詣
づ
。
静
を
召
し
て
舞
を
命
ず
。
簾

を
垂
ら
し
て
観
る
。
静

辞
す
る
に
離
別
の
情
の
切
に
し
て
歌
舞
を
意
ふ
こ
と
な

お
も

き
を
以
て
す
る
も
、
之
を
強
ふ
る
こ
と
再
三
。
乃
ち
場
に
上
る
。
工
藤
祐
経
は

皷
を
据
ち
、
畠
山
重
忠
は
銅
拍
子
を
撃
つ
。
静

衣
を
整
へ
て
進
み
、
和
歌
を
唱

う

し
て
曰
く

吉
野
山

峰
の
白
雪

踏
み
分
け
て

入
り
に
し
人
の

跡
ぞ
恋
ひ
し
き

又
曰
く

し
づ
や
し
づ

賤
の
お
だ
ま
き

繰
り
返
へ
し

昔
を
今
に

な
す
よ
し
も
が
な

し
づ

声
態
悽
婉[

②]

た
り
。
衆
皆
垂
涙
す
。
頼
朝
婦
然
と
し
て[

③]

曰
く
「
賤
婢
の
我

ふ
つ
ぜ
ん

を
頌
せ
ず[

④]

し
て
、
敢
て
乱
人
を
慕
ふ
」
と
。
之
を
誅
せ
ん
と
欲
す
。
政
子

諫
め
て
曰
く
「
彼
の
も
し
豫
州[

⑤]

の
恩
を
忘
る
れ
ば
女
に
非
ざ
る
な
り
。
妾

も
亦
嘗
て
夜
雨
を
冒
し
て
君
に
従
ふ
。
尤
む
る
こ
と
な
か
れ
」
と
。
頼
朝
の
色

お
か

と
が

解
け
、
纏
頭[

⑥]

を
賜
ひ
て
之
を
罷
む
。

て
ん

と
う

①
本
伝
承
は
『
大
日
本
史
』
列
女
伝
、
小
島
玄
寿
『
日
本
列
女
伝
』
（
明
治
一
一
）
、
白

川
幸
『
本
朝
爬
史
列
女
伝
』
（
明
治
一
二
）
、
岡
本
賢
蔵
『
修
身
女
訓
』
巻
三
（
明
治

一
五
）
、
林
正
躬
『
大
東
列
女
伝
』
（
明
治
一
七
）
、
大
森
惟
中
『
女
学
読
本
』
（
明
治

一
九
）
な
ど
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

②
あ
で
や
か
な
さ
ま
。
凄
艶
・
凄
婉
に
同
じ
。

③
む
っ
と
す
る
さ
ま
。

④
ほ
め
た
た
え
る
。

⑤
源
義
経
の
別
名
。

⑥
褒
美
と
し
て
与
え
る
金
品
。
祝
儀
。

(
)

幾
勢
は
豊
後
笠
和
邑
の
民
房
吉
の
妻
な
り[

①]

。
幼
き
と
き
經
恃[

②]

を
失

12ふ
。
年
十
九
、
房
吉
に
適
ぐ
。
未
だ

幾

な
ら
ず
し
て
、
房
吉

悪
疾
に
罹
り
、

と
つ

い
く
ば
く

起
臥
す
る
あ
た
は
ず
。
湯
薬
・
食
飲
・
櫛
沐
・
溲
溺
、
皆
幾
勢

之
を
躬
ら
す
。

み
ず
か

佯
潔[

③]

せ
ざ
る
は
な
し
。
身
に
繿
縷[

④]

を
服
し
、
辛
勤

夜
深
に
及
ぶ
。
夫

け
ん
け
つ

の
側
に
臥
し
、
未
だ
嘗
て
被
を
擁
せ
ず
。
未
明
に
乃
ち
起
き
て
労
に
服
す
。
房

吉
、
其
の
此
の
如
き
を
視
る
に
忍
び
ず
、
離
婚
し
て
他
に
適
ぐ
を
勧
む
。
幾
勢
、
矢

と
つ

ち
か

ひ
て
佗
な
し
。
益
ま
す
力
を
尽
し
て
看
護
す
。
姑
あ
り
。
年
老
い
て
且
つ
性
厲は

げ

し
。
幾
勢
、
之
に
事
ふ
る
に
甚
だ

虔

む
。
委
折
将
順
す
。
貧
の
甚
し
き
に
会
し
、

つ
つ
し

人
の
為
に
傭
作
す
。
豫
め
夫
姑
の
食
物
を
設
け
、
休
憩
の
時
間
毎
に
瘤
ち
帰
り

た
め

ご
と

て
安
を
問
ふ
。
緜
緜
如
た
り[

⑤]

。
之
を
久
し
く
し
て
、
房
吉
の
疾

漸
く
劇
し

い

い

じ
よ

く
、
幾
勢

之
を
負
ひ
て
、
屢
し
ば
庭
園
に
行
き
、
花
草
を
賞
し
、
或
い
は
茶
綢

し
ば

[

⑥]

を
求
め
て
之
を
供
す
。
厳
冬
に
四
肢
凍
冷
す
る
に
遇
ひ
て
は
、
己
の
肌
膚

を
以
て
之
を
煖
む
。
面
腫
鼻
塞
に
は
、
為
に
鼻
涕
を
吸
ふ
。
夷
然
と
し
て[

⑦]

あ
た
た

た
め

厭
悪
の
色
な
し
。
道
士
正
徳
院
あ
り
。
幾
勢
の
生
母
の
後
夫
た
り
。
幾
勢
は
幼

時
に
其
の
鞠
育
を
受
く
。
後
に
正
徳
院

年
老
い
且
つ
貧
し
。
班
然
と
し
て[

⑧]

け
い
ぜ
ん

独
立
し
自
ら
存
す
る
あ
た
は
ず
。
来
り
て
幾
勢
を
訪
ぬ
。
幾
勢
、
諸
を
別
室
に

こ
れ

舎
き
養
ふ
。
時
に
往
き
て
之
を
省
る
。
房
吉
、
褥
に
臥
す
こ
と
十
三
年
に
し
て

歿
す
。
幾
勢

哀
毀
し
て
営
葬
す
。
後
十
五
年
、
姑
歿
す
。
仍
り
て
正
徳
院
の
許

に
往
き
て
之
を
養
ふ
。
寡
居
す
る
こ
と
終
身
。
酒
肉
を
御
せ
ず
。
毎
日

墓
に
上

り
、
父
母
及
び
夫
姑
に
拝
す
。
生
者
に
事
ふ
る
が
如
し
。
祈
寒
暑
雨
に
は
、
常

に
霊
牌
を
懐
に
す
。
初
め
夫
の
死
せ
し
時
、
年
猶
ほ
壮
た
り
。
其
の
埼
居[

⑨]

り

き

よ

を
憐
れ
み
、
再
嫁
を
勧
む
る
者
あ
り
。
幾
勢

黙
然
と
し
て
涙
を
掩
ふ
。
其
の
人
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恥
ぢ
て
止
む
。
文
政
中
（
一
八
一
八
～
一
八
二
九
）
、
藩
主

其
の
篤
行
を
聞
き
て

之
を
賞
す
る
こ
と
、
凡
そ
七
次
。

①
本
伝
承
の
典
拠
等
に
つ
い
て
は
未
詳
。

②
父
母
。

③
こ
こ
で
は
清
め
る
、
除
き
去
る
の
意
。

④
襤
縷
に
同
じ
。
ぼ
ろ
の
着
物
。

⑤
心
和
ら
ぐ
さ
ま
。

⑥
お
茶
と
蒸
し
餅
。

⑦
平
然
と
し
て
い
る
さ
ま
。

⑧
身
よ
り
の
な
い
さ
ま
。

⑨
埼
は
未
亡
人
。
未
亡
人
の
一
人
住
ま
い
。

(
)

里
慧
は
江
都
杵
築
邸
の
山
本
安
兵
衛
の
妻
な
り[

①]

。
嫁
ぎ
て
未
だ
数
年

13な
ら
ず
し
て
夫
を
喪
ふ
。
子
な
し
。
他
姓
を
養
ひ
て
後
と
為
す
。
放
蕩
に
し
て

命
を
亡
ふ
。
姑

里
慧
に
謂
ひ
て
曰
く
「
家
の
不
淑
は
一
へ
に
此
に
至
る
。
我
、

う
し
な

将
に
郷
里
に
帰
り
て
以
て
親
旧
に
依
ら
ん
と
す
。
汝
は
妙
齢
な
り
。
宜
し
く
再

醮[

②]

を
図
る
べ
し
」
と
。
里
慧

之
を
聞
き
て
愁
然
と
し
て
曰
く
「
悪
ぞ
是
れ

な
ん

何
の
言
か
。
児

誓
ひ
て
它
な
し
。
且
つ
媼
老
ゆ
。
児

荏
弱[

③]

な
り
と
雖
も
、

じ
ん
じ
や
く

必
ず
媼
の
之
く
所
に
随
ふ
。
侍
り
養
ひ
て
身
を
終
ら
ん
」
と
。
姑

数
し
ば
之
を

し
ば

喩
す
も
可
か
ず
。
姑
曰
く
「
果
し
て
是
の
如
し
。
我
が
子
は
猶
ほ
死
せ
ず
」
と
。

き

乃
ち
与
に
倶
に
邸
を
出
で
、
北
郊
に
棲
居
す
。
里
慧

是
に
従
ひ
て

親

ら
薪
水

み
ず
か

を
操
し
、
姑
を
養
ふ
こ
と
益
ま
す
篤
し
。
三
十
年
猶
ほ
一
日
の
ご
と
き
な
り
。

杵
築
の
老
侯
、
之
を
聞
き
、
近
臣
岡
田
匡
隆
を
し
て
命
を
伝
へ
て
夫
人
の
氏
に

仕
へ
し
め
ん
と
す
。
里
慧
曰
く
「
妾

邸
を
去
る
の
日
、
自
矢
し
て
人
間[

④]

を

じ
ん
か
ん

棄
つ
。
且
つ
一
日
も
姑
を
離
る
る
に
忍
び
ざ
る
な
り
」
と
。
固
辞
し
て
応
ぜ
ず
。

正
隆

親
友
に
見
ゆ
る
毎
に
、
屢
し
ば
之
を
語
り
て
泣
く
。

し
ば

①
本
伝
承
は
小
島
玄
寿
『
日
本
列
女
伝
』
（
明
治
一
一
）
、
岡
本
賢
蔵
『
修
身
女
訓
』
巻

三
（
明
治
一
五
）
、
篠
田
正
作
『
女
子
立
志
美
談
』
（
明
治
二
四
）
な
ど
に
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。

②
再
婚
す
る
。

③
柔
ら
か
く
弱
い
。

④
世
間
。

(
)

佐
璵
は
常
之
茨
城
郡
蘆
沼
村
の
民
伊
平
太
の
妻
な
り
［
①
］
。
伊
平
太
は
家

14貧
し
く
、
湿
瘡[

②]

を
患
ひ
、
年
を
踰
へ
て
瘳
え
ず
。
佐
璵
は
垢
面
蓬
頭
し
て
、

便
溺
を
承
け[

③]

、
痛
癢
を
察
し
、
其
の
薬
餌
を
時
に
す
る
こ
と
、
未
だ
嘗
て

一
日
も
怠
ら
ず
。
家
益
ま
す
困
管
す
。
冬
月
に
当
り
、
鶉
衣[

④]

裡
な
く
、
肘
露

こ
ん
や
く

あ
ら

は
れ
脛
暴
す
。
時
に
年
三
十
六
。
二
子
あ
り
て
皆
に
幼
し
。
伊
平
太

一
日

佐

さ
ら

璵
に
謂
ひ
て
曰
く
「
汝
と
我
と
死
せ
ん
。
佗
に
適
ぐ
に
し
か
ず
。
二
児
は
汝
に

と
つ

依
り
て
存
す
れ
ば
、
則
ち
我
は
賜
を
受
け
て
死
せ
ん
」
と
。
佐
璵
泫
然
と
し
て

［
⑤
］

泣
き
て
曰
く
「
寧
ろ
飢
え
て
死
す
と
も
、
去
る
に
忍
び
ざ
る
な
り
」
と
。

奥
の
厳
城
に
温
泉
あ
り
。
相
伝
ふ
る
に
、
諸
瘡
を
患
ふ
者
、
一
浴
し
て
効
あ
り
。

乃
ち
里
人
に
乞
ひ
て
、
一
革
車
を
造
り
、
伊
平
太
を
し
て
几
に
隠
し
て
坐
せ
し

む
。
己
は
二
児
を
抱
負
し
て
之
を
輓
く
。
胼
胝
［
⑥
］

砕
破
し
、
血
流
れ
て

踝

ひ

へ

ん

ち

く
る
ぶ
し

を
被
す
。
険
峻
に
し
て
進
み
難
き
処
に
遇
へ
ば
、
則
ち
助
け
を
路
人
に
乞
ふ
。

十
有
七
日
を
経
て
、
齎
に[

⑦]

温
泉
に
達
す
。
留
ま
り
浴
す
る
こ
と
十
余
日
、

わ
ず
か

瘡
稍
瘳
ゆ
。
事

藩
に
聞
こ
え
、
藩

其
の
貞
節
を
嘉
と
し
、
乃
ち
租
税
及
び
丁

や
や

い

胆
を
免
ず
。
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①
本
伝
承
は
小
島
玄
寿
『
日
本
列
女
伝
』
（
明
治
一
一
）
、
岡
本
賢
蔵
『
修
身
女
訓
』
巻

四
（
明
治
一
五
）
、
大
森
惟
中
『
女
学
読
本
』
（
明
治
一
九
）
、
西
村
茂
樹
『
婦
女
鑑
』

一
（
明
治
二
〇
）
、
篠
田
正
作
『
女
子
立
志
美
談
』
（
明
治
二
四
）
な
ど
に
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。

②
伝
染
性
の
皮
膚
病
。
疥
癬
。

③
下
の
世
話
を
す
る
。

④
つ
ぎ
は
ぎ
の
し
て
あ
る
ボ
ロ
な
着
物
。

⑤
涙
を
流
す
さ
ま
。

⑥
あ
か
ぎ
れ
。

⑦
や
っ
と
、
の
意
。

(
)

洛
東
に
樵
者
七
兵
衛
あ
り
。
山
に
入
り
て
帰
る
に
晩
と
な
る[

①]

。
其
の

き
こ

り

15婦

往
き
て
之
を
求
む
。
樹
上
に
巨

蟒

あ
り
。
蜒
豎
［
②
］

低
首
し
て
、
腹
果

う
わ
ば
み

え
ん
せ
ん

然
た
り
。
其
の
夫
を
呑
む
者
に
似
た
り
。
乃
ち
鎌
を
操
り
て
直
に
巨
蟒
に
当
て
、

た
だ
ち

呑
ま
し
む
。
乃
ち
口
を
剖
き
て
腹
に
至
り
、
遂
に
夫
を
将
い
て
偕
に
出
づ
。

ひ
き

と
も

①
本
伝
承
の
典
拠
等
に
つ
い
て
は
未
詳
。

②
う
ね
る
さ
ま
。

(
)

玖
理
は
甲
之
田
中
村
の
農
夫
安
兵
衛
の
妻
な
り
［
①
］
。
婚
し
て
未
だ

幾
い
く
ば
く

16な
ら
ず
し
て
、
夫

悪
疾
を
患
ふ
。
家
素
よ
り
貧
し
け
れ
ば
、
乃
ち
夫
に
代
り
て

力
作
し
、
夜
に
は
則
ち
湯
薬
を
侍
し
て
、
其
の
暇
に
紡
績
す
。
以
て
薪
菜
に
供

し
、
舅
の
六
右
衛
門
に
事
へ
、
甚
だ
虔
む
。
六
右
衛
門
は
年
七
十
余
。
出
で
て

つ
か

つ
つ
し

郊
野
に
遊
ぶ
毎
に
、
玖
理

湯
茶
を
持
し
て
左
右
に
候
ふ
。
遠
き
よ
り
帰
れ
ば
、

ご
と

必
ず
之
を
里
門
に
迎
ふ
。
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
七
月
八
日
、
大
風
暴
雨
あ

り
て
、
川
流
沸
騰
し
、
隣
邑
の
堤
防
崩
壊
す
。
激
浪

山
の
如
く
し
て
至
る
。
安

兵
衛
の
病
劇
し
く
し
て
、
四
肢
潰
爛[

②]

し
、
起
つ
あ
た
は
ず
。
玖
理
に
謂
ひ

は
げ

て
曰
く
「
汝
、
我
が
病
に
侍
し
て
、
辛
勤
す
る
こ
と
年
あ
り
。
吾
深
く
心
に
銘

ず
。
今
、
汝
に
万
一
の
徳
も
報
ず
る
あ
た
は
ず
し
て
、
斯
の
災
厄
に
遇
ふ
。
吾

自
ら
度
ら
ん
。
命
は
旦
夕
に
在
り
。
則
ち
水
に
死
す
も
亦
可
な
り
。
汝
は
疾
く

は
か

か

と

老
父
を
扶
け
て
出
で
よ
」
と
。
玖
理
、
涙
を
掩
ひ
て
曰
く
「
良
人
の
溺
没
す
る

を
見
て
、
何
ぞ
独
り
生
く
る
に
忍
び
ん
や
」
と
。
言

未
だ
畢
ら
ず
し
て
、
門
外

お
は

塑

塑
［
③
］

た
り
。
且
つ
泣
き
且
つ
号
し
て
曰
く
「
水
既
に
近
し
。
盍
ぞ
疾
く

き
よ
う
き
よ
う

逃
げ
ざ
る
」
と
。
玖
理

乃
ち
六
右
衛
門
を
扶
け
て
出
づ
。
隣
人
を
呼
び
て
之
を

托
し
、
且
つ
田
圃
券
と
六
右
衛
門
の
副
衣
と
を
交
へ
て
、
油
紙
も
て
之
を
急
む
。

つ
つ

六
右
衛
門
曰
く
「
汝
と
夫
と
来
れ
。
然
ら
ず
ん
ば
我
独
り
生
き
ず
」
と
。
玖
理

敬
諾
す
。
「
大
人
は
歩
く
こ
と
遅
し
。
請
ふ
、
先
に
行
け
。
妾
は
良
人
と
追
及
せ

ん
」
と
。
乃
ち
室
に
入
り
夫
の
側
に
抵
り
て
、
将
に
彊
ひ
て
之
を
扶
け
去
ら
ん

い
た

し

と
す
。
忽
ち
水
大
い
に
至
り
、
遂
に
溺
れ
、
相
抱
き
て
死
す
。
既
に
水
退
き
、

民

其
の
業
に
復
す
。
各
お
の
銭
物
を
出
し
て
、
以
て
玖
理
の
冥
福
を
修
む
。
官

其
の
節
を
賞
し
て
金
若
干
を
賜
ふ
。
邑
宰

廼

ち
賜
金
を
以
て
六
右
衛
門
を
養

す
な
は

ひ
、
為
に
其
の
典
す
る
所
の
田
を
復
す
。
且
つ
石
碑
を
建
つ
。
題
し
て
節
婦
玖

た
め

理
の
碑
と
曰
ふ
と
云
ふ
。

①
本
伝
承
の
典
拠
等
に
つ
い
て
は
未
詳
。

②
や
ぶ
れ
た
だ
れ
る
。

③
や
か
ま
し
く
騒
ぐ
さ
ま
。

(
)

神
奈
川
県
井
戸
谷
村
の
農
夫
辰
造
は
、
質
直
に
し
て
力
田
す
。
其
の
妻
勢

17伊
は
嘗
て
人
の
婢
た
り[

①]

。
後
に
辰
造
に
適
ぐ
。
室
家
和
睦
す
る
こ
と
三
年
。

と
つ
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一
日
、
辰
造

狂
を
発
し
、
鎌
を
操
り
て
勢
伊
の
頭
髪
を
斬
る
。
勢
伊
、
心
を
尽

し
て
医
薬
に
看
護
す
。
未
だ

幾

な
ら
ず
し
て
病
痊
ゆ
。
後
相
議
し
て
横
浜
に
抵

い
く
ば
く

い

い
た

り
、
志
居[

②]

し
て
商
を
為
す
。
一
夜

酒
を
飲
み
て
寝
ぬ
。
夜
深
く
辰
造
独
り

起
き
、
剃
刀
を
取
り
て
勢
伊
の
咽
を
傷
つ
け
、
自
ら
其
の
腹
を
屠
る
。
勢
伊

驚

き
醒
め
、
辰
造
も
亦
覚
む
。
忽
ち
大
声
し
て
人
を
呼
び
、
医
を
招
き
て
治
を
請

ふ
。
之
を
久
し
く
し
て
瘳
ゆ
る
を
得
。
勢
伊
の
父
、
辰
造
に
告
げ
て
離
婚
を
請

い

ふ
。
勢
伊

泣
き
て
曰
く
「
一
た
び
夫
婦
と
為
る
。
疾
の
為
の
故
に
之
を
棄
つ
る

た
め

は
、
児
意
に
非
ず
や
」
と
。
父

強
ひ
る
あ
た
は
ず
し
て
止
む
。
其
の
後

家
益

ま
す
貧
し
。
辰
造

法
商
の
傭[
③]

と
為
り
、
其
の
館
に
入
り
て
麺
包
を
製
す
。

パ

ン

勢
伊

之
に
従
ひ
、
洋
人
の
子
女
を
看
護
す
。
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
十
月
三

日
早
旦
、
辰
造

先
に
起
き
、
大
斧
を
提
げ
て
来
り
、
勢
伊
の
頭
を
打
つ
。
頭

ひ
つ
さ

裂
く
る
こ
と
二
寸
余
。
勢
伊

驚
き
起
き
ん
と
す
。
又
之
を
斬
る
。
長
さ
五
寸
、

深
さ
五
分
。
勢
伊

大
い
に
叫
び
、
救
ひ
を
人
に
請
ふ
。
辰
造
、
倉
皇
と
し
て[

④]

逃
ぐ
。
洋
人

之
を
見
、
大
い
に
驚
き
て
親
人
を
召
す
。
且
つ
官
に
告
げ
て
之
を

検
せ
し
む
。
勢
伊
曰
く
「
妾
は
父
と
親
戚
と
の
言
を
聴
か
ず
し
て
、
以
て
此
に

至
る
。
死
す
と
雖
も
他
な
し
。
願
は
く
は
妾
死
す
る
の
後
、
良
人
を
し
て
罪
を

獲
し
む
る
こ
と
な
か
れ
」
と
。
官
に
見
え
、
其
の
情
を
細
述
す
。
人

其
の
貞
節

に
感
ず
と
云
ふ
。

①
本
伝
承
の
典
拠
等
に
つ
い
て
は
未
詳
。

②
仮
住
ま
い
を
す
る
。

③
雇
わ
れ
人
。

④
あ
わ
て
る
さ
ま
。

(
)

久
良
は
下
野
の
国
の
宇
都
宮
邑
の
民
半
兵
衛
の
妻
な
り[

①]

。
半
兵
衛
、

18

債
を
人
に
負
ひ
て
亡
げ
、
往
く
所
を
知
ら
ず
。
是
に
於
て
久
良
は
裁
縫
澣
濯[

②]

し
て
、
以
て
父
母
及
び
其
の
女
を
養
ふ
。
十
年
、
父
母
倶
に
死
す
。
其
の
間
の

む
す
め

看
病
・
送
葬
、
至
ら
ざ
る
所
な
し
。
人
、
之
に
再
拒[

③]

を
勧
む
る
も
肯
ん
ぜ

ず
。
居
る
こ
と
之
を
久
し
く
し
て
、
夫
の
人
の
奴
と
為
り
て
江
戸
に
在
る
を
聞

く
。
人
を
し
て
存
問
せ
し
む
。
半
兵
衛
、
久
良
の
貞
節
な
る
を
聞
き
、
垂
涙
し

て
過
ち
を
改
め
、
金
少
し
許
を
儲
け
、
之
を
贈
る
。
後
に
人
あ
り
て
久
良
の
為

ば
か
り

た
め

に
債
主
に
告
ぐ
。
半
兵
衛
を
迎
え
還
る
。
半
兵
衛
既
に
帰
り
益
ま
す
志
を
励
ま

し
、
業
に
復
す
る
を
得
。
未
だ

幾

な
ら
ず
し
て
、
火
災
に
罹
ひ
、
一
物
も
存

い
く
ば
く

せ
ず
。
半
兵
衛
曰
く
「
是
れ
積
悪
の
報
な
り
」
と
。
勤
力
し
て
懈
た
ら
ず
。
後

お
こ
た

終
に
豊
富
を
致
す
と
云
ふ
。

①
本
伝
承
の
典
拠
等
に
つ
い
て
は
未
詳
。

②
洗
濯
に
同
じ
。

③
再
婚
す
る
。

(
)

周
の
晏
嬰
は
斉
の
相
た
り
。
出
づ
る
に
、
其
の
御
の
妻

門
間
よ
り
窺
ふ

う
か
が

19

[

①]

。
其
の
夫
、
大
蓋
を
擁
し
て
、
四
馬
に
策
う
ち
、
意
気
揚
揚
と
し
て
甚
だ

自
得
す
る
な
り
。
既
に
し
て
帰
る
に
、
妻

去
る
を
請
ふ
。
夫

其
の
故
を
問
ふ
。

妻
曰
く
「
晏
子
は
長
六
尺
に
満
た
ざ
る
に
、
身
は
斉
国
に
相
た
り
て
、
名
は
諸

侯
に
顕
は
る
。
妾

其
の
志
を
観
る
に
、
当
に
以
て
自
ら
下
る
あ
り
。
子
は
長
八

尺
余
な
る
に
、
人
の
僕
御
た
り
。
自
ら
以
て
足
れ
り
と
為
す
。
是
を
以
て
去
る

を
求
む
る
な
り
」
と
。
御
者
乃
ち
自
ら
抑
損
す
。
晏
子
怪
し
み
て
之
を
問
ふ
。

実
を
以
て
対
ふ
。
薦
め
て
大
夫
と
為
す
。[

②]
①
本
伝
承
は
『
列
女
伝
』
巻
二
賢
明
に
基
づ
く
。

②
『
女
訓
新
書
』
⑭
に
同
文
を
載
せ
る
。

岡本韋庵『小学新編』敬和第三・訳注（有馬）



184

(
)

明
の
周
才
美
に
子
婦
あ
り[

①]

。
将
に
家
政
を
以
て
之
に
付
せ
ん
と
す
。

20諭
す
に
斗
斛
称
尺[

②]

各
お
の
二
様
あ
る
を
以
て
す
。
婦

悦
ば
ず
。
拝
し
て

辞
し
て
婦
と
為
る
を
願
は
ず
。
他
日

子
を
生
み
家
を
敗
る
を
恐
る
。
才
美
愕
然

と
し
て
曰
く
「
何
ぞ
爾
る
か
」
と
。
婦
曰
く
「
翁

平
日
に
為
す
所
は
天
に
逆
ふ

し
か

な
り
。
妾

心
に
安
ん
ぜ
ず
」
と
。
才
美
曰
く
「
汝
の
言

誠
に
是
な
り
。
当
に

悉
く
除
毀
す[

③]

べ
し
」
と
。
婦
曰
く
「
未
だ
可
な
ら
ず
。
其
の
用
い
る
所
の

か

年
数
若
干
を
問
ふ
」
と
。
才
美
曰
く
「
約
二
十
余
載
な
り
」
と
。
婦
曰
く
「
若

し
許
せ
ば
、
小
斗
を
以
て
入
る
る
を
量
り
、
大
斗
も
て
出
す
を
量
れ
。
小
称
短

尺
も
て
物
を
買
ひ
、
大
称
長
尺
も
て
物
を
売
れ
。
二
十
余
年
、
以
て
前
日
の
欺

瞞
の
数
に
酬
ゆ
れ
ば
、
妾
即
ち
願
は
く
は
留
ま
ら
ん
」
と
。
才
美
感
悟
し
、
欣

然
と
し
て
許
諾
す
。
婦

二
子
を
生
み
、
皆
に
少
き
年
に
登
科
す
。

わ
か

①
本
伝
承
は
中
江
藤
樹
『
鑑
草
』
、
岡
本
賢
蔵
『
修
身
女
訓
』
巻
六
（
明
治
一
五
）
な

ど
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

②
斗
斛
は
容
量
を
量
る
ま
す
、
称
は
重
さ
を
量
る
道
具
、
尺
は
も
の
さ
し
。

③
取
り
除
い
て
壊
す
。

(
)

宋
の
韓
世
忠
は
中
興
の
名
将
た
り[

①]

。
其
の
妻
の
梁
氏
は
、
世
忠
を
行

21間
に
知
り
、
之
に
嫁
ぐ
。
時
に
金
人

宋
の
地
を
蹂
躙
し
、
其
の
二
帝
を
虜
に
す
。

大
将
の
兀
朮
、
兵
十
万
を
将
い
て
、
長
駆
し
て
江
を
渡
る
。
勢

風
雨
の
如
し
。

世
忠

与
に
戦
ひ
屈
せ
ず
。
逞
兵[

②]

一
千
を
以
て
、
其
の
帰
路
を
江
中
に
袱
ふ
。

む
か

梁
氏
親
ら
前
隊
を
将
い
て
之
に
皷
し
、
血
戦
す
る
こ
と
数
十
合
。
大
い
に
兀
朮

み
ず
か

ひ
き

を
破
り
、
其
の
婿
の
龍
虎
大
王
を
擒
に
す
。
金
人
聳
懼
し[

③]

、
復

江
を
渡
る

の
意
な
し
。
後

世
忠

軍
府
を
楚
州
に
立
て
、
自
ら
士
卒
と
力
役
を
同
に
し
、

と
も

梁
氏
は
自
ら
箔
を
織
り
屋
を
為
る
。
是
に
於
て
士
は
皆
先
を
争
ひ
て
奮
闘
し
、

つ
く

遂
に
威
名
を
一
世
に
耀
か
す
を
獲
。

①
本
伝
承
は
『
宋
史
』
韓
忠
世
伝
に
基
づ
く
。

②
精
兵
。
勢
い
の
あ
る
兵
。

③
恐
れ
る
さ
ま
。

(
)

瑞
士
の
呼
倍
爾
は
年
十
七
に
し
て
明
を
失
ひ
憂
悶
す[

①]

。
其
の
妻

之
を

ス

イ

ス

フ

ィ

ベ

ー

ル

22慰
め
ん
と
欲
し
、
勧
め
て
学
に
就
か
し
む
。
呼
倍
爾
、
妻
の
目
を
以
て
己
の
目

フ

ィ

ベ

ー

ル

と
為
し
、
以
て
動
植
金
石
の
諸
物
を
視
察
す
。
学
業
大
い
に
進
み
、
遂
に
博
物

を
以
て
聞
ゆ
。
夫
妻
共
に
上
寿
に
躋
り
、
福
祥
安
寧
た
り
。
呼
倍
爾

嘗
て
人
に

の
ぼ

フ

ィ

ベ

ー

ル

語
り
て
曰
く
「
今

吾

身
に
苦
難
あ
る
を
知
ら
ざ
る
は
、
是
れ
吾
が
妻
の
賜
な

り
。
設
し
余
が
目
を
し
て
再
び
明
ら
か
な
ら
し
む
れ
ば
、
則
ち
反
っ
て
苦
難
を

も

覚
え
ん
」
と
。
其
の
蜂
を
論
ず
る
の
一
書
は
、
二
十
五
年
を
経
て
方
に
藁
を
脱

こ
う

す[

②]

。
精
密
明
晰
な
ら
ざ
る
は
な
し
。
往
往
に
し
て
前
人
の
未
だ
発
せ
ざ
る

所
を
発
す
と
云
ふ
。

①
本
伝
承
の
典
拠
等
に
つ
い
て
は
未
詳
。

②
藁
は
稿
の
別
体
。
原
稿
を
書
き
上
げ
る
。

(
)

英
の
合
密
児
頓
は
、
壹
丁
部
大
学
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
性
理
諸
学
科
を
教

ハ

ミ

ル

ト
ン

エ

ヂ
ン
バ
ラ

23授
す[

①]

。
勤
勉
な
る
こ
と
度
を
過
ぎ
、
身
体
を
毀
損
し
、
年
五
十
六
に
し
て

中
風
を
患
ふ
。
其
の
妻

良
人
を
助
け
て
著
撰
し
、
之
が
手
と
為
り
、
之
が
足
と

為
り
、
之
が
耳
目
心
思
と
為
る
。
其
の
書
を
校
正
し
、
親
ら
講
義
を
写
す
。
其

み
ず
か

の
他
、
一
切
の
為
し
得
る
の
事
、
力
を
竭
し
て
扶
助
せ
ざ
る
は
な
し
。
意
へ
ら

つ
く

お
も

く
、
合
密
児
頓
は
、
賢
妻
の
内
助
を
得
る
に
非
ず
ん
ば
、
殆
ど
其
の
著
作
を
し

ハ

ミ

ル

ト
ン
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て
一
世
に
顕
は
さ
し
む
る
あ
た
は
ず
、
と
。

①
本
伝
承
の
典
拠
等
に
つ
い
て
は
未
詳
。

(
)

後
漢
の
渤
海
の
鮑
宣
の
妻
は
、
桓
氏
の
女
な
り[

①]

。
字
は
少
君
。
宣

嘗

む
す
め

24て
少
君
の
父
に
就
き
て
学
ぶ
。
父
、
其
の
清
苦
す
る
を
奇
と
す
る
が
故
に
、
少

君
を
以
て
之
に
妻
は
す
。
資
装
甚
だ
盛
ん
な
り
。
宣

悦
ば
ず
し
て
曰
く
「
少
君

め
あ

は
当
に
驕
に
生
ま
れ
、
美
飾
に
習
ふ
。
而
る
に
吾
は
実
に
貧
賤
に
し
て
、
礼
に

当
る
べ
か
ら
ず
」
と
。
妻
曰
く
「
大
人
は
先
生
の
徳
を
修
め
約
を
守
る
を
以
て

の
故
に
、
賤
妾
を
し
て
侍
し
て
巾
櫛
を
執
ら
し
め
ん[

②]

と
す
。
既
に
君
子
に

奉
じ
承
は
る
。
惟
だ
命
あ
れ
ば
是
れ
従
ふ
の
み
」
と
。
宣

笑
ひ
て
曰
く
「
能
く

是
の
如
く
ん
ば
、
是
れ
吾
が
志
な
り
」
と
。
妻
乃
ち
悉
く
侍
御
・
服
飾
を
帰
し
、

更
め
て
短
布
の
裳
を
著
け
て
、
宣
と
共
に
鹿
車[

③]

を
挽
き
て
郷
里
に
帰
り
姑

に
拝
す
。
礼
畢
り
、
甕
を
提
げ
て
出
で
て
汲
み
、
婦
道
を
修
め
行
ふ
。
郷
里

お
は

ひ
つ
さ

之
を
称
す
。

①
本
伝
承
は
『
後
漢
書
』
列
女
伝
に
基
づ
く
。

②
こ
こ
で
は
私
を
妻
と
し
て
迎
え
よ
う
と
し
た
、
の
意
。

③
小
さ
な
車
。

(
)

唐
の
岐
陽
公
主
は
憲
宗
（
八
〇
五
～
八
二
〇
）
の
嫡
女
、
工
部
尚
書
杜
茴

25の
配
な
り[

①]

。
素

柔
順
に
し
て
、
拝
起
に
家
人
の
礼
を
用
う
。
常
に
茴
と
謀

も
と

り
て
曰
く
「
上
、
奴
婢
を
賜
ふ
に
、
必
ず
窮
約
し
て
我
に
事
ふ
る
を
肯
ん
ぜ
ず
。

つ
か

奏
し
て
之
を
納
れ
ん
」
と
。
自
ら
微
賤
の
制
す
べ
き
者
を
買
ひ
、
門
を
閉
ざ
し

て
寂
然
た
り
。
人
の
声
を
聞
か
ず
。
茴
は
惟
だ
書
を
読
み
、
主
は
婦
事
を
職
と

す
。
後
、
出
で
て
須
州
に
刺[

②]

た
り
。
人
を
し
て
主
を
迎
へ
し
む
。
郡
県

広

く
供
具[

③]

を
設
く
る
も
、
主

悉

く
之
を
返
し
て
納
れ
ず
。
茴

須
に
在
る
こ

こ
と
ご
と

と
三
年
。
主

外
事
に
与
か
ら
ず
。
姑

疾
に
寝
ね
、
薬
を
奉
ず
る
に
必
ず
親
ら
嘗

あ
づ

み
ず
か

な

む
。
喪
に
は
則
ち
哀
慟
す
る
こ
と
礼
の
如
し
。
諸
貴
戚
、
之
を
聞
き
、
敬
畏
せ

ざ
る
は
な
し
。

①
本
伝
承
は
『
女
範
』
に
基
づ
く
。
ま
た
岡
本
賢
蔵
『
修
身
女
訓
』
巻
五
（
明
治
一
五
）

に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

②
刺
史
。
唐
代
で
は
州
の
長
官
に
あ
た
る
。

③
こ
こ
で
は
歓
迎
の
宴
席
を
さ
す
。

(
)

唐
の
鄭
義
宗
の
妻
盧
氏
、
舅
姑
に
事
ふ
る
に
婦
道
を
得[

①]

。
一
夜
、
強

つ
か

26盗
数
十
あ
り
。
杖
を
持
し
て
鼓
譟[

②]

し
、
垣
を
踰
え
て
入
る
。
家
人

悉

く
奔

こ
と
ご
と

竄
す
。
惟
だ
姑
の
み
去
る
あ
た
は
ず
。
盧
氏

刃
を
冒
し
て
往
き
て
姑
の
側
に
至

た

お
か

る
。
盗
の
為
に
捶
撃
し
て
幾
ん
ど
死
す
。
盗
去
り
し
後
、
家
人
問
ふ
「
何
ぞ
独

た
め

ほ
と

り
懼
れ
ざ
る
か
」
と
。
盧
氏
曰
く
「
人
の
禽
獣
に
異
な
る
所
以
の
者
は
、
其
の

仁
義
あ
る
を
以
て
な
り
。
隣
里
尚
ほ
相
救
ふ
。
姑

棄
つ
べ
け
ん
や
。
万
一
に
禍

に
遇
へ
ば
、
豈
に
宜
し
く
独
り
生
く
べ
け
ん
や
」
と
。

①
本
伝
承
は
『
（
新
旧
）
唐
書
』
列
女
伝
に
基
づ
く
。

②
太
鼓
を
鳴
ら
し
て
騒
ぐ
。

(
)

魏
の
慈
母
は
孟
陽
の
女
、
芒
卯
の
後
妻
な
り[

①]

。
三
子
あ
り
。
前
妻
の

む
す
め

27子
五
人
は
、
皆
愛
さ
ず
。
慈
母
の
之
に
遇
す
る
こ
と
甚
だ
厚
き
も
、
猶
ほ
愛
さ

ず
。
慈
母
乃
ち
其
の
三
子
を
し
て
前
妻
の
子
と
斉
し
く
す
る
を
得
ざ
ら
し
む
。

ひ
と

衣
服
飲
食
、
起
居
進
退
、
甚
だ
相
遠
し
。
前
妻
の
子
、
猶
ほ
愛
さ
ず
。
是
に
於

て
、
前
妻
の
中
子
、
魏
王
の
令
を
犯
し
て
死
に
当
る
。
慈
母

憂
戚
悲
哀
し
、
朝
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夕
勤
苦
し
て
以
て
其
の
罪
を
救
は
ん
と
す
。
人

慈
母
に
謂
ひ
て
曰
く
「
子
、
母

を
愛
さ
ざ
る
こ
と
至
っ
て
甚
だ
し
。
何
為
れ
ぞ
勤
苦
憂
懼
す
る
こ
と
此
の
如
き

な
ん

す

か
」
と
。
慈
母
曰
く
「
其
の
父

其
の
孤
と
為
り
て
、
妾
を
し
て
其
の
母
と
為
ら

し
む
。
人
の
母
と
為
り
て
其
の
子
を
愛
す
あ
た
は
ざ
る
は
可
な
る
か
。
彼

妾
を

愛
さ
ず
と
雖
も
、
安
ぞ
義
を
忘
る
べ
け
ん
や
」
と
。
遂
に
魏
王
に
説
く
。
王

之

を
聞
き
て
、
其
の
義
を
高
し
と
し
、
乃
ち
其
の
子
を
赦
し
、
其
の
家
に
復
さ
し

む
。
此
よ
り
此
の
五
子
、
慈
母
に
親
附
し
、
雍
雍
た
る
こ
と[

②]

一
の
ご
と
し
。

母
、
礼
義
を
以
て
訓
導
す
。
八
子

咸

魏
の
大
夫
卿
士
と
為
る
と
云
ふ
。

み
な

①
本
伝
承
は
『
列
女
伝
』
巻
一
母
儀
に
基
づ
く
。
ま
た
内
田
尚
長
『
女
子
孝
節
談
』（
明

治
一
二
）
、
岡
本
賢
蔵
『
修
身
女
訓
』
巻
六
（
明
治
一
五
）
、
西
村
茂
樹
『
婦
女
鑑
』

四
（
明
治
二
〇
）
な
ど
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

②
和
ら
ぐ
さ
ま
。

(
)

宋
の
陳
堂
前
は
漢
州
雒
県
の
王
氏
の
女
な
り[
①]

。
節
操
行
儀
、
郷
人
の

む
す
め

28敬
ふ
所
と
為
る
。
但
だ
呼
び
て
堂
前
と
曰
ふ
の
み
。
猶
ほ
私
家
の
其
の
母
を
尊

ぶ
が
ご
と
き
な
り
。
堂
前
は
年
十
八
に
し
て
、
同
郡
の
陳
安
節
に
帰
す
。
歳
余

に
し
て
夫
卒
す
。
僅
か
に
一
子
あ
る
の
み
。
舅
姑

生
事
な
し
。
堂
前
、
涙
を
翳

し
て
告
げ
て
曰
く
「
人
の
子
あ
る
は
、
親
を
奉
じ
て
家
を
克
く
す
る
に
在
る
の

み
。
願
は
く
は
蠱
を
幹
し
て[

②]

、
子
の
在
り
し
日
の
如
く
せ
ん
」
と
。
既
に

其
の
夫
を
葬
り
、
親
に
事
へ
て
家
を
治
む
る
に
法
あ
り
。
舅
姑

之
に
安
ん
ず
。

つ
か

子
稍
長
じ
、
名
儒
に
延
し
て
、
訓
導
せ
ら
れ
、
既
に
冠
し
て
大
学
に
入
る
。
年

三
十
に
し
て
卒
す
。
二
孫
咸
篤
学
に
し
て
聞
あ
り
。
初
め
堂
前

陳
に
帰
せ
し
と

み
な

き
、
夫
の
妹
は
尚
ほ
幼
し
。
堂
前

之
を
教
育
し
、
笄
す
る
に
及
び
て[

③]

厚
礼

を
以
て
嫁
ぎ
遣
る
。
舅
姑
亡
し
、
妹

財
を
分
か
つ
を
求
む
。
堂
前
尽
く
室
中
の

や

有
す
る
所
を
遣
り
て
、
墺
色[

④]

な
し
。
五
年
な
ら
ず
し
て
、
妹
は
得
し
所
の

財
、
夫
の
轎
す
る
所
と
為
る[

⑤]

。
乃
ち
帰
り
侮
る
。
堂
前

為
に
田
を
買
ひ
屋

た
め

を
治
め
、
諸
甥
を
撫
育
す
る
こ
と
己
の
子
に
異
な
る
な
し
。
親
属
に
貧
叭
な
る

者
あ
ら
ば
、
収
め
養
ひ
て
婚
嫁
せ
し
む
る
も
の
数
十
人
に
至
る
。
自
後
、
宗
族

無
慮
数
百
。
里
に
故
家
甘
氏
あ
り
。
貧
し
く
し
て
其
の
女
を
酒
屋
に
質
す[

⑥]

。

堂
前

金
を
出
し
て
之
を
購
ひ[

⑦]

、
帰
す
る
所
あ
ら
し
む
。
子
孫
、
其
の
遺
訓

に
遵
ひ
、
五
世
同
居
す
。
並
び
て
孝
友
儒
業
を
以
て
著
は
れ
聞
ゆ
。
乾
道
中
、

詔
し
て
其
の
閭
に
旌
表
す
と
云
ふ
。

①
本
伝
承
は
『
宋
史
』
列
女
伝
に
基
づ
く
。
ま
た
大
森
惟
中
『
女
学
読
本
』
（
明
治
一

九
）
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

②
父
が
残
し
た
仕
事
を
受
け
継
い
で
果
た
す
。

③
笄
は
か
ん
ざ
し
。
女
子
は
一
五
歳
で
髪
を
結
い
か
ん
ざ
し
を
さ
し
た
。
成
人
し
た
の

で
、
の
意
。

④
恥
じ
る
さ
ま
。

⑤
使
い
尽
く
さ
れ
る
。

⑥
こ
こ
で
は
、
先
に
金
を
受
け
取
っ
て
娘
を
奉
公
に
出
す
、
の
意
。

⑦
請
け
出
す
。

※
本
訳
注
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
・
基
盤
研
究

（
一
般
）
「
泊
園
書
院
を

（B）

中
心
と
す
る
日
本
漢
学
の
研
究
と
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
」
（
研
究
代
表
者
：
吾
妻
重
二

課

題
番
号18H

00611

）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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